
ＨＰの「イベント申込み」から申込みいただけます。

東北大学高度教養教育・学生支援機構

　経済を筆頭に社会各方面のグローバル化が進展するなか、人の移動が活発化し、

ICT 技術の発達を背景に情報も国境を軽々と越えています。高等教育の分野でも、

世界的な留学生数の規模拡大や世界大学ランキングのインパクト、さらには各地域

で進むリージョナル化が、長く国民国家と密接にあった高等教育政策のあり方に影

響を与え始めています。質保証（quality assurance）や市場化といった国際的な

共通課題が、世界的な高等教育システムの収斂を進めているとみる論者もいます。

近年、我が国で矢継ぎ早に進む大学改革の意味を理解したり相対化したりするため

にも、世界で生じている高等教育政策の動向を把握しておくことは意味があるとい

えます。

　本セミナーでは、東北大学の杉本和弘教授を講師に、「グローバル・ガバナンス」

「リージョナル・ガバナンス」の観点から世界の高等教育政策動向を概観し、今後の

日本の高等教育への示唆を議論します。

　高等教育に関わる教職員や学生、政策立案に携わる方々の積極的な参加をお待ち

しています。
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